
「
論
語
」
１

３
年

組

番

名
前

国
語
プ
リ
ン
ト
～

◎
孔
子
の
考
え
を
学
び
取
り
、
自
分
の
生
き
方
や
生
活
と
関
連
づ
け
て
考
え
よ
う

○
漢
文
の
読
解
の
仕
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
。

中
国

時
代
の
思
想
家
。
前
五
五
一
～
四
七
九

「
孔
」
は
氏
。
諱
は
「
丘

。
字
は
「
仲
尼

。
魯
の
国
に

◎

孔
子
…

。

」

」

生
ま
れ
、
苦
労
し
て
学
問
を
な
し
た
。
為
政
者
の
『
徳
』
に
よ
っ
て
国
を
治
め
る
こ
と
理
想
と
し
た
が
、
時
の
為
政

◎

孔
子
…

者
た
ち
に
入
れ
ら
れ
ず
諸
国
を
放
浪
し
た
。
そ
の
後
、
魯
に
帰
り
多
く
の
弟
子
を
教
育
し
た
。
高
名
な
弟
子
に
孟
子

◎

孔
子
…

や
荀
子
な
ど
が
い
る
。
孔
子
の
教
え
を
「

」
と
言
う
。
秦
の
「
焚
書
坑
儒
」
を
く
ぐ
り
、
漢
の
武
帝
の
時

◎

孔
子
…

代
に
国
公
認
の
学
問
と
な
る
。

◎

孔
子
…

◎

『
論
語
』

。

…
孔
子
と
弟
子
た
ち
の

、「

、

。

○
子

曰

学

而

時

習

之

不

亦

説

乎

ハ
ク

ビ
テ

ニ

フ
こ
れ
ヲ

ず

ま
た
よ
ろ
こ
バ
シ
カ
ラ

や

レ

二

一

有

朋

自

遠

方

来

、
不

亦

楽

乎

。

リ
と
も

よ

リ

タ
ル

シ
カ
ラ

下

二

一

上

二

一

人

不

知

而

不

慍

、
不

亦

君

子

乎

」
。

シ
テ

ラ

う
ら
ミ

ナ
ラ

ト

レ

レ

二

一

子
曰
は
く

「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。

、

朋
遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。

人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
ま
た
君
子
な
ら
ず
や

」
と
。

。

○
子

曰

「

温

故

而

知

新

、
可

以

為

師

矣

」

、

。

ハ
ク

あ
た
た
メ
テ
ふ
る
キ
ヲ

レ
バ

シ
キ
オ

べ
シ
ト
も
つ
テ

た

ル

レ

レ

二

一
レ

子
曰
は
く

「
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、

、

も
つ
て
師
た
る
べ
し

」
と
。

。

春
秋

儒
教

問
答
集

置
き
字

①

②

①

×

②

④
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②

④

⑥

①

④

②

③

⑤

③

①

②

④

反
語
表
現

①

③

②

×

⑤

④

④

①

②

③

⑤

新
し
い
こ
と
を
知
る
、
自
ら
学
ぶ

⇔

「
小
人
」

①

②

②

①

×

④

③

④

①

③

②

×

置
き
字

四
字
熟
語
＝
「
温
故
知
新
」



「
論
語
」
２

３
年

組

番

名
前

国
語
プ
リ
ン
ト
～

◎
孔
子
の
考
え
を
学
び
取
り
、
自
分
の
生
き
方
や
生
活
と
関
連
づ
け
て
考
え
よ
う

○
漢
文
の
読
解
の
仕
方
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
。

○
子

曰

「
学

而

不

思

則

罔

。
思

而

不

学

則

殆

」

、

。

ハ
ク

ビ
テ

ざ
レ
バ

ハ
す
な
わ
チ
く
ら
シ

ヒ
テ

レ
バ

バ

チ
あ
や
ふ
シ
ト

思
う

レ

レ

子
曰
は
く

「
学
び
て
思
は
ざ
れ
ば
則
ち
罔
し
。

、

学
ぶ

思
ひ
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
し

」
と
。

。

○
子

曰

「
知

之

者

、
不

如

好

之

者

。

、

ハ
ク

ル

ヲ

ハ

カ

ム

ヲ

ニ

レ

レ

二

レ

一

好

之

者

、
不

如

楽

之

者

」

ム

ヲ

ハ

ト

カ

シ
ム

ヲ

ニ

レ

レ

二

レ

一

子
曰
は
く

「
こ
れ
を
知
る
者
は
、
こ
れ
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
こ
れ
を

、

好
む
者
は
、
こ
れ
を
楽
し
む
も
の
に
如
か
ず

」
と
。

。

そ
の
ほ
か
の
「
論
語
」
の
言
葉

○
子

曰

「
過

而

不

改

、
是

謂

過

矣

」

、

。

ハ
ク

チ
テ

ざ

ル

メ

こ
れ
ヲ

フ
ト

チ
ト

レ

レ

○
子
曰

「
由

、
誨

女

知

之

乎

。

、

ハ
ク

い
う

を
し
ヘ
ン
な
ん
ぢ
ニ

ル
ヲ

ヲ

か

二

一
レ

知

之

爲

知

之

、
不

知

爲

不

知

。
是

知

也

」
。

ル
ヲ

ヲ

な

シ

ル
ト

ヲ

ざ
る
ル
ヲ

ラ

セ

ト

ラ

レ

ル
な
り
ト

レ

レ

レ

レ

レ

レ

○
子
貢
問

曰

「
有

一
言

而
可

以

終
身
行

之

者

乎

」

、

。

ヒ
テ

ハ
ク

リ
ヤ

ニ
シ
テ

べ

キ

テ

フ

ヲ

下

二

一
レ

上

子
曰

「
其

恕
乎
。

己

所

不

欲

、
勿

施

於
人

」

、

。

ハ
ク

そ

レ
じ
ょ

か

お
の
れ
ノ
と
こ
ろ
ハ

ざ

ル

セ

な

カ
レ
ト
ほ
ど
こ
ス
コ
ト

ニ

レ

レ

レ

二

一

孔子の教えの中心思想。「仁」…
本当の愛。思いやりの心。人が二人い

れば必ずそこに生まれるもの。人として

最も大切なもの。転じて、物事の中心・

物事の本質を指す。

〔
次
の
行
為
を
座
標
の
中
に
置
い
て
み
よ
う
〕

Ａ
．
授
業
で
黒
板
を
写
す

Ｂ
．
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る

Ｃ
．
本
か
ら
知
識
を
得
る

Ｄ
．
対
話
す
る

Ｅ
．
一
人
で
じ
っ
く
り
考
え
る

Ｆ
．
授
業
に
主
体
的
に
参
加
す
る

Ｇ
．
人
の
意
見
を
鵜
呑
み
に
す
る

Ｈ
．
正
答
を
丸
写
し
し
て
、
○
を
書
く

対
句

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ａ

Ｃ
Ｂ

Ｇ

Ｈ

対
句



論
語
３

３
年

組

番

名
前

国
語
プ
リ
ン
ト
～

◎
孔
子
の
考
え
を
学
び
取
り
、
自
分
の
生
き
方
や
生
活
と
関
連
づ
け
て
考
え
よ
う

○
子

曰

「
君

子

和

而

不

同

。
小

人

同

而

不

和

」

、

。

ハ
ク

ハ

シ
テ

ゼ

ハ

ジ
テ

ト

セ

レ

レ

(

子
路)

子
曰
は
く

「
君
子
は
和
し
て
同
ぜ
ず
。
小
人
は
同
じ
て
和
せ
ず
」
と
。

、

〔
次
の
行
為
を
上
の
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
〕

Ａ
．
ト
イ
レ
に
誘
わ
れ
て
、
し
た
く
な
い
け
ど
一
緒
に
行
く
。

×

Ｂ
．
人
の
意
見
や
行
動
に
必
ず
異
を
唱
え
る
。

同

Ｃ
．
お
互
い
の
意
見
を
伝
え
合
い
、
納
得
し
て
一
緒
に
行
動
す
る
。

和

Ｄ
．
自
分
の
意
見
は
あ
る
が
、
人
の
意
見
に
反
対
で
き
な
い
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｅ
．
友
だ
ち
と
同
じ
部
屋
で
、
別
々
の
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
。

Ｆ

「
私
た
ち
友
だ
ち
よ
ね
」
と
よ
く
言
う
。

．
Ｇ
．
独
り
で
い
る
こ
と
に
苦
痛
を
感
じ
な
い
し
、
人
と
群
れ
た
く
な
い
。

○
冉

求

曰

「
非

不

説

子

之

道

。
力

不

足

也

」

、

。

ぜ
ん

き
ゅ
う

ハ
ク

あ
ら
ズ

ル
ニ
よ
ろ
こ
バ

ヲ

ざ

ル

た

ラ

レ

レ

二

一

レ

(

雍
也
第
六)

子

曰

「
力

不

足

者

、
中

道

而

廃

。
今

女

畫

」

、

。

ハ
ク

ル

ラ

ハ

ニ
シ
テ

は
い
ス

な
ん
じ
ハ
か
ぎ
レ
リ

レ

冉
求
が
言
っ
た

「
先
生
の
教
え
を
す
ば
ら
し
い
と
思
わ
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
私
に
は
先
生
の
教

、

え
を
実
行
す
る
だ
け
の
力
が
な
い
の
で
、
無
理
で
す
」
と
。

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
力
が
足
り
な
い
者
は
、
や
り
始
め
て
う
ま
く
い
か
ず
、
道
の
途
中
で
挫
折
す
る
も
の
だ

、

が
、
お
ま
え
は
ま
だ
や
ら
な
い
前
か
ら
、
自
分
で
自
分
の

を
決
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
」
と
。

★
具
体
例
を
書
い
て
み
よ
う
。

対
句

○

○

○

○

○

○

○

解
答
例

限
界


